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森県の出援ぎ Kついて 報才

竹山幸治 同敏 。 資節

はじめ記

最近、出稼ぎ者は急増し以前ο出援ざと違って最近。それは郷土0崩壊 e家捷0破壊・人間

曹

として多くむ出稼 出していた。しかしそれは戦後衰退し姿をみせなくなっ 3 5 

2
t矢

1

1

l

 

性。喪失等0大きま社会問題を生む氏主つ くか シン場ヘグヤン衆グ

f 
/ 

年頃から再び姿を変えてよ白稼ぎ者は増加してきた。そこで我々は青森県K訟はる出稼ぎ0形態

そο他Kついて、県0資料をもとKアンクート

にKそむ一部を報告する。

本論

青塚呆G出稼ぎ者。増おは著しい。

き取長 った0でと

35年以後急激K増加しつつあb、

いてもその勢いは哀をみぜていまい。 trしろ戦前あま b出稼 していなかっ売内陸部。

いわゆる「新興出嫁ぎ地域Jと呼ばれる地域。出稼ぎ者が近年特K増加。媛[誌を訴している。

青森県職業安定謀。資料 (19る7)VCよると、昭和28年以降ο動向は、昭和35年長迄大

きま変ftは無く していたが、 35年には県外が前年。 1743 4人から24419人と著

しく増加した。そG後36年Kは28109入、 37年K試3221 5人‘ 38年には360

5 7人とそ0増加はめざましいもむがあゐ。そう 。総出按 54490人とま

っているが実質はそれをかな D上まっていると，思われる。と~í事向について ( 1 

?る 5)や金崎肇 (1967)、などが同様。事を指適しているωで、昭和35年以後ω出援

日本心産莱界はそ0頃か し、

ぎ者数。増加は青森県のみ左 る喜三が明らかであろう。 出議

増加。中広あって東北地方。占める割合はる 0%をとし大供給地となってまずb、そ心中にあっ

て本呆は大き 占めているつ ζGように最近iてなはる出稼きは、 ひき公こ

としたがるそれだけでなく出稼ぎ0理由・

そしてそれと農家階議とG関係・

たらしたと思える。

-長給地域・出稼ぎK取る時期

ぎ心性格~Lj訟いて大きま変化をも

をき売しも

ては戦後農地改革が行われも

せた。

昌作農とまb農民記主主主活。都市化が進みも現金支向。増

大を招き、一方それは操地。細分fとをも7そら せることとまb一層

入が必要となった。 3 4年tζ初まった月号待告増政策は種々。揺で産業界ω活動を活発K

し、特にオリンピック撞設。建設、東権道新幹線。建設等G建設等。ブームは労動刀0需要を
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増加させたむである。そうしてととK訴しい出稼ぎ現象がみられる事と在った

才1表 就労毒素種 〈出稼ぎ世菩実態語査統計表昭和41年?丹、青森県除〉

柄.:，t;晶一、、
土 エ 大工 換夫 そ心強

町特名
比率 比率!実数 実数比率 実数 比率 実数数 比率

脇野沢村 759 沼.9 599 3.8 '29 1.5 11 1.7 13 14.1 107 

小泊村 677 Zl..7 154 4.1 28 49.7 336 1.9 13 216. 14る

垣村 fJJ7 76.3 463 5.4 33 0.2 3.0 18 151 92 

横棋沼7 70る 58.8 378 スS 50 183 118 1.6 10 13.5 87 

罵村 1.524 58.4 254 3.4 15 1.1 5 6.5 28 30.6 133 

調郷村 643 20.3 214 8.8 62 44.る 315 1.7 12 14.6 1a 

内町 435 79.5 1;211 3.4 52 8.1 124 1.6 25 ス4 112 

平賀町 1.912 58.7 1.162 1.0 20 19.5 3]2 4.2 切 1る.6 318 

i響上村 705 15.9 112 5.0 35 52.9 373 3.0 21 23.2 164 

県 計!54.4関I57.6詰1.4∞ 2.8 ス028 2.8 1.508 1ス7 9.“4 9.0 i 4.890 
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ナアまわち就労職種・就労地域む変化はそれを明瞭K物語っている。本巣民対する就労成種。大半は

μ前仰ヤン和と呼批品漁夫であっ削減在そω張主主北海道品村るニ、//t争、の袋迭と却時技法く

攻夕、そり代Dとして土工が議大しそれが主な職種となっ芯いる。就労地執は、以諮K北海溝が県外広卦

り右北ωiD$--80需を品Xげぞが就労J主主語。変化伴民需要。大きい関東地方ヘ移行じ1功弘相
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対的K北海道。地位が低下している。(才l・才2表)県内への出稼ぎが比較的多い平館村・

六ケ所村。小泊村・|靖上村は職種として漁夫が多い事から八戸近海でのイカツケK従事してい

るもοと思われる。しかしこο漁業出稼ぎは以前とは事情が違うため、出稼きと呼ぶKは不適

当と考えられる。北海道の釧路・根室・函館等へは女性0出稼き‘者が増加しているが、これは

魚ο加工場・櫨詰工場で働いていると思われる。どく最近ω傾向としては、大阪方面が増加し

つつあるが、 ζれは 1970年。万国博覧会会場。建設が本格化してき売売めであろうo 本県

K卦ける出稼ぎ者供給地域としては下北半島・津軽半島・西海岸などの治岸地域が古くからあ

るが、現在でも大きな供給地帯となっている。古くからο出稼ぎ地帯であったfため就労地域と

しては北海道が主である。又、最近はζο他K内陸部からの出稼き者が増加し新興出稼ぎ地域

となっか泊。との地域としアは三戸・上北・西湾謹・北捧謹郡白内陸部があげられる。(才l図〉

1-~ ti '''-.， '" 家業別出稼き世帯。割合は農業
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一般雇いス5%・林業5.7%・

漁業4.7婦となって卦り農業が

圧倒的に多く、特K出稼き・専業

が多く本県の特徴となっている。

これは地元の生産活動から全く

離れたものであり、多くの人達

は春先、出稼きKゆき冬季間は

失業保険で生活するのである。

こο割合。高い地域は脇野沢 (88婦) ・平館 (63%)であb、陸奥湾の漁業ω不振Kよb

漁業から脱落したためであろう o そο他南部町が64%と高率を示している。出稼き'VC出る時

期は供給地。条件及び需要地。条件によって大きく制約されているので、それKよって出稼ぎ

地域。特色が出てくると思われる。す左わち (才2凶)VL示しプをような 3つの型K分けられる。

まず脇野沢村K代表されるような地域は平館村・東通村，風間浦村・横浜町・六ケ所村・階上

村・市浦村・鯵ケ沢町などであb、平内町K代表されるのはノj寸'自村・天間林村・新婦村・南郷

村などがあb、稲垣村K代表されるοは相馬村などである。叉全国K比べて 1--6月K出るも

οが多く、農繁期0出稼き-として本県ο特色Kなっている。本県ω田植えは大体5月、稲刈D

は10月頃である。 1--6月に出てゆく者は種々。理由があろうがともかく地元でο生産活動

から局制見したもοであb、10--12月は地元でο生産活動を卦えた者と思われる。そしてこ

。冬期の出稼さは気候的条件Kょb北海道へは行はず関東方面.ヘ集中する事となる。そ0良い

例は稲垣村・相馬村である。次K農家Kなける経営規模と出稼き、に出る時期との関係は大きく
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農家に卦ける経営規模別の出稼に

出る時期

;才31週

分けて2つο型K分類される。すなわち才

I型としては1--6月K出る人。割合が小

1 0--1 2月は割合K大規模経営K多く、

， 
イF

とれK属する地

域は森田村・六ケ所・平賀町。深浦町と在

っている。才E型は経営規模を問わず時K

f.' 
1--4 或る時期に集中している型であり、

5--6月。平内町・天間林村月。階上村、

10--12月市浦村。東北町・鯵ケ沢町、

。相馬村・稲垣村tてなっている。さらにl 

-6月K平均して多い地域は横浜町・新郷

村がるげられる。以上の2つK属さない時

(才3図)例型として南郷村があげられる。

規模経営K多め型であb、

~A:イιb

&"00.. " 

これと関連して農家K卦ける出稼き者。世

帯上ο地域と経営規模とο関係であるが、

出稼きο性格を知るKはだれが行くゆかが

大き左問題となっている。主人・長男・二

男・三男その他では出稼ぎ0質そ@も0が

i
耐
叫
州
明
山
仰
違ってくる。全体ο傾向としては小規模経

営では家計の支持者たる主人が多く、大規

模経営では二男・三男。その他が多くなっ

初

しかしながら鯵ケ沢・平賀町ではている。

そο逆ο現象を示している。出稼ぎ農家率
， 'Y 

と兼業率・水田率とο関係・兼業率及び水

L 
田率、零細農家率等は出稼き・者を出す背景

となるもοであb、それと大きな関係があ
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。関係では川本忠平 (1965)Kよれば

裏日本は水田率が高くなれば出稼ぎ造家率

も高くなるが、表日本ではそο逆であると
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している。しかし本県で出稼ぎに出る時期才2図

はそ0傾向はみられなか

った。出稼き農家率と兼

業率と0関係は兼業率70

#を境としてともK滅少¥

する。特K下北半島では・

兼業率 80~以上で出稼

ぎ農家率が30 ~をこす

西海岸ο小泊村・岩崎村・

こο両者深浦町がある。

は治岸地域であり、叉古

くから多く 0出稼き者を

出している事から、そ。

違いは興味志弁くものであ
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兼業率が90$をこし出

稼き率tt1 0 ~以下とな
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一一-一----
が青森県ο出稼きについIO""IL~ y-v河内5'""6向1'"牛肉

てο概況をのべたが、多くの点で今後。研究が待たれるも0が多かった。次K青森県にあって

特殊な位置Kある南郷村、漁業出稼ぎが多い小泊村、そして才2図によって示した3つの型。

代表地域。それぞれの出稼ぎ地域。特色を明らオKしたいと思う。

脇野沢村

脇野沢村は陸奥湾K面する半農半漁ο村であb、山が海K迫っている地形上。制約から耕地

出稼ぎ人口は507人で一世帯平均0.9人となっている。これは県内率は4婦と非常に低い。

とれが本村0特徴であでも高い方である。これらο出稼ぎ者は1--4月K出て行くοが多〈、

叉就労期間は7--8ク月が最も多〈、就労地域出まιんど北海道と左うているつ脇野沢は日本海・り、

北海道οニ、ンンフLム以来北海道とは密接な|封係をもっでなり、ニ・ンン漁0衰退は漁夫とじ亡の仕事は

なくなり‘土工ο出稼K転換uそと考え8nる。こο事は北海道出稼き・(l)7 6~が土工とじC働い&、ると

との戦種も北海道vlÇ~極と変わりは

左い。本村。場合は昭和36--40年頃から出稼きK出るようになった人が全体063$でそ

-71一

と訪らもうかがわれる。ついで関東方面も若干みられるが、



のほとんどが出稼ぎ専業と思われゐ。そして以前。職種が漁業でるった人が58%でも

でるつ先人が24多となっているがるこれは陸奥湾内立与スケソ…ダラ漁が昭和30年頃からふ

るわなくな払 36~37年頃からほとんど哀れまく左った〆と事清からスケソーダラ漁で生討

を立てていた，換誌は出稼智氏出るようKなったと考えられゐ。そ(1.)/とめ本村む出稼ぎは昭和35

--36年頃を境にして急増していゐ。これは日本全体。域向と一致している。

平内町

中JL'

いゐ。そこで む農業が44%で、出稼

otと也地域K比べて漁議が多くまっているの翌三oζ出て日く

と諮るらまって

28.9張、漁莱がおA

わらず、 5--6f:iが最も多く、ついで ]--4月が多心出植えが終ると誌とんど出て行くこと

(''C1.とる。

ha前後〉

い、特氏賞農と時ばれる小農家は田埴え前tζ、また中農家(1 

とか共同fとによって省力化されも余剰労働力が生乙た藷果、田植え後託、

(2 ha以上〉は稲刈.!J(7...)経つ くという まま通

用しなくまったことを示している。

としても、最近磯械化とか共用化が進められているが、平内町はそれが比較的進んで

いる地域といわれている。そ

果でみると忠わ札る。しかし、

あっては特色白あ 患われる。

ひ5-6月が多い理由はそ(1.)7そめK余剰i労競刀0純

白近代化が遅れ、出稼ぎ供給呆と左っている本呆にる

95婦であふ農家一戸当タ心平均経営耕地面積は1.5 haで典型的立水

田単作地域である。そこで出諌ぎを家莱却でみると、農莱が84%であD、出稼ぎ専莱が 11.8

婦である。また出て行く時期は10-12月が最も多く、ヲいで5-..;6月が多い。就労地域は

も多〈、ついで北海道と左っている。

本村は最近(1.)4--5 したいわゆ

f:i<D農関崩に出て行く心は、 1ha以上。比較的経営規模ω大き

あるが、 1 0--12 

も多い。 これは主主

副を立てるためというよ長は、むしる観光。研究を兼ねた余務。感じら;IlゐtH稼きでるる。こ

。形態が最も多い0が本村。特散でるる。しかしも尚じようvc1 0月-12月K出て仔づても‘

と零細燐とでは難的に異なっていると考えられるが、語J娼拭不明でるる。

…72-
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小泊村

本村は耕地面積が総面積cD2需Kすぎず、農家一戸当りω平均経営耕地面積は40αと非常

K少まいため、農家は産業収入だけでは生計維持は摺難であ夕、兼業するKも溜さ弱者職がまく

そcD-j旨め出稼ぎ0必要K追られゐわけであるがも本村む出稼言。等教はイカツケ0漁夫として

ぎである。そこで出稼きK出る時間は5---6月が最も多く、平内耳と同じであゐが、そ

れは変イカ漁が始まるためである。就労地域としては八円・函館..~!路左どである。

iL! 沖G夏イカ換は;近年盛んKなb入戸とか接外からο外来訟が来るほどであるがる結を持1ciをい

零細漁足基零細農民は前述。地域K出稼ぎK出るGである。ま jそ秋イカ換期Kは北部。季第蔑
，釘

が強心地元心小型信(チヤッカ きないむで太平洋側K蛤を毘銃いそこで

漁を才る。胃棟託イカ漁0轟らま東通村白蝶・六ケ所村泊とは対称的でるるoそにで夏イカ議題

踏ま八 p.そ0他cD~t城K行き秋イカ議場踏ま:尋 D地元で詩、をしかる。仔lは地元創立施設・漁

通機構が整って£らず、 j:Jと夏イカ識は気侯・布。他。条件Kよって均レメK施工じず卸沿1:水揚げする

とと如意札ぺためで対抗イカは地元で:.:Z..JレメK加工でき初ら勺ちる。とのよ旅同じイカツケぜるっても自

然、的条件・経詩的条件・社会的条件Kよってそれの支守宅のしかkはそれぞれ巣立ってくるn を

してとれらは出縁者と呼ぶよタは出場と呼んだ方が適切と忠、われる。

高癌村

本村は十和田火山灰vc;t-.壮われた丘護地帯であ夕、矯作地が全耕地ο75.7需を占めている。

長。乎均栓営耕地覇積拭1.5haでj議内でも多いほうでるるが7Jく田率は低くも

どω水田単作地帯とは事i管を異にしている。そこで出稼ぎを家業JJljvcみると、農業66 

婦、出稼き専業が2ス9~惑と左っている。(また就労地域は関東・北海道が同じ割合でる夕、

最も多い0は北洋・禽氷洋へο遠洋漁業であ夕、就労職種として漁夫が最も多い。〉北洋。甫

氷洋へ0遠洋漁業K従事する出稼きが多いという事は他町村0それとは霊的民異なっている。

よって換期会蒲5約されている 5，---6月Kは北洋οサケ・

、11・9
マス漁に出て喚き、 ?月頃Kは:諮ってくる。そして 10 --i 1月頃K今農は南氷洋ωクジラ議

に出てゆき、翌年cD4月議K帰ってくる。又漁業出稼さ者が組合〈飼えば大洋設業事莱員労組

合〉を組織している事も特徴である。以上。ような事から、本村の誤託業出稜ぎを厳密な

。出稼ぎとみなす事は不可能であb、他野村の場合と同義氏扱えまい特殊左形態とみ左される。

結

最近。新しい出諌きは、高成経済成長設策Kともまう重量工開。格着。-i書記ミ増大及びそれK

関するー迷。施策Kよるもむで‘それが就労謙譲・就労地域・出稼ぎ供給地域・そο強心変イヒ
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をもたらし介。出稼ぎに出る時期、及びそれと農家。階層との関係はそれぞれ分類する事が出

来アヒが著干0問題は残った。そο他、農家。階層と出稼ぎ者。質・出稼ぎ世帯率と水田率。兼

業率とο関係はある傾向は把握でき売が、多くは今後K問題を残す事となっ尭Q 脇野沢村は陸

奥湾内でο漁業不振Kよタ活路をみい出そうとしている。平内町は各階層を通じて5-6月K

出てゆくもοが多いが‘ とれは各階層の機械化率・出稼き、者の質。余剰労働力。存在を分析し

左ければならないと思う。稲垣村は新興出稼ぎ地帯として余裕のある出稼き、をしていると思わ

れる。小泊付は近海でωイカツケが主であるが、気候条件Kよるもοが大きし出稼きと呼ぶ

よりは出務と呼んだほうが適切に在っている。南郷村は内陸Kあって遠洋漁業K従事 している

者が多く、 しかもそれは組合を組織している点で一般的左意味での出稼き者とは呼べなくなっ

ている。最後Kとの報告をまとめるにあ7ぞって激励をいただき、孝子世話Kなった先輩諸氏K対

して深く感謝します。 (19680 2・26) 
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